
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 明 小 学 校 の 生 活 の や く そ く（児童が守る約束）    

こうとう学びスタンダード【学び方スタンダード】 
□ 持 ち 物 前日に必要な学習道具を準備します 

□ 着  席 授業の始まりの時間を守り、席に着きます 

□ 挨  拶 授業の始めと終わりにあいさつをします 

□ 姿  勢 背筋を伸ばした姿勢で座ります 

□ 話 し 方 声の大きさを考えて、ていねいな言葉づかいで話します 

□ 聴 き 方 話している人を見て、最後まで静かに話を聴きます 

□ 返  事 名前を呼ばれたら「はい！」と返事をします 

□ 家庭学習 学年ごとに時間を決めて、家庭学習に取り組みます 

 
 
 

規則正しい生活習慣 
○毎朝、朝ご飯を食べてから登校しま

しょう。 

○早寝・早起きを心がけましょう。 

○テレビやパソコン、スマートフォン

などの使い方をお家の人と確かめ

ましょう。 

 

 
 
 
登校 8:10～8:20 
最終下校 5 時間→14:30 
     6 時間→15:40 
○登下校時刻を守ります。 
○校帽をかぶり、決められた通学
路で登下校します。 

○建物側を２列で歩き、交通規則を
守って、安全に登下校します。 

○４年生以上（３年生は後期か
ら）は下校時刻まで放課後遊び
ができます。学校だよりを確認
してください。 

 
 
 

○遅刻や早退の時は、お家の人と

一緒に登下校します。 

○体育等、見学する時にはお家の

人にも学校に連絡してもらい、

担当の先生に自分からも伝え

ましょう。 

早寝･早起き･朝ごはん 

登校･下校 欠席･遅刻･早退･見学 
 
 
 
○こどもだけで学区域外や商業施設
に行きません。 

○誰と、どこで、何時まで遊ぶかを 
保護者に伝えます。 

○原則として忘れ物は取りに来ません。 

帰宅時間 (夕焼けチャイム) 
4 月～9月 17:00 

10 月～3月 16:30 

○夕焼けチャイムで家に帰ります。 

 

放課後の約束 

 
 
 
学習に集中できるよう、 

シンプルで無地のもの。 

筆箱 

鉛筆 

赤鉛筆 
赤青鉛筆も可 

青鉛筆 

消しｺﾞﾑ においのないもの。 

ﾈｰﾑﾍﾟﾝ １本 

定規 15cm くらい。透明タイプ。 

下敷き 無地。B5 サイズ。 

 

 
 
 
始業前 
○名札を左むねにつけます。 
○ジャンパーやコートはロッカーに
しまいます。 

○  

朝の時間 8:25～8:40 

月 全校朝会 

火 朝学習 

水 朝読書 

木 集会･朝会 

金 朝学習 

 

 
 
 
すすんで課題に取り組みます。 
○学習習慣を身に付けられるよう 

取り組みます。 
○水曜日は「Challenge Wednesday」の
取組で自主学習になります。 

家庭学習時間のめやす 
単位 学年:年、時間:分 

学
年 1 2 3 4 5 6 
時
間 10 20 30 40 50 60 

オンライン学習ツールの活用 
○家庭学習や予習・復習で活用します。 
 

学 習 用 具 朝 の 時 間 家庭学習 

 
 
 

○あいさつをきちんとします。 

○正しい言葉づかいで話します。 

○校舎内は右側を歩きます。 

○教室の移動は並んで静かに行い 

ます。 

○時間を守って行動します。 

○休み時間は次の時間の準備をして 

から外で遊びます。学級ボールや 

長なわは大切に使います。 

○体育館・中庭遊びは割り当て表を 

確認します。 

校内での約束 

有明小 ICTの使い方（児童） ●有明小 ICTの使い方（保護者）は別紙をご覧ください。 
 

 
 
 
机の中（道具箱）に入れるもの 
・のり ・はさみ ・クレパス（1･
２年生）・色鉛筆（クーピー） ・
教科書 ・筆箱 ・連絡帳 
・算数セット【三角定規・コンパ
ス・分度器】（２年生以上） 
・下じき など 

※入れるものと場所は、学年ごとに決

めます。 
 
机の横にかけるもの 

 ・Chromebook 
  ・ランチョンマット （水筒はロッカーの中にしまう。） 
○常に整理整頓を心がける。 
 

道 具 箱 

 
 
 
○すべてのものに記名をします。 

○学習に必要のないものは持ってきません。 

（お金、遊び道具、マンガ類、 

アクセサリー、キーホルダー等） 

月曜セット（手さげにまとめる） 

・体育着   ・上履き 
・週末に持ち帰り、翌週の始めに持っ
てきます。 

※通学用カバンにぶらさげると怪我の原因

となります。 

持ち物 

１.クロームブックは学習のために使います。 
２.クロームブックは学校と家庭で使用します。通信機器の利用は朝から夜の１０時までの間です。 
３.使う目的や使ってもよい時間などを守って使います。 
４.インターネット上の困りごとは、すぐにお家の人や先生などの大人に相談します。インターネットを使用するときは、

安全かどうか考えます。 
５.他の人の悪口を書いたり、個人情報を載せたり、広めたりしません。パスワードは友達に教えません。他の人に見られ

ないように管理します。クロームブックは自分のものを使います。 
６.インターネットから取り込んだデータは学習のためのものだけを保存します。 
７.相手や施設の人に許可をもらってから撮影します。 
８.有明小 ICT の使い方や ICT 学級ルールを守り、上手にクロームブックを活用します。 

通信機器とは、スマートフォン、クロームブック等のタブレット端末、ゲーム機等のインターネットに接続したり、 
情報を得たりできるものを指します。何か困ったことがあれば、大人に連絡します。 

 



 

 

 

 

 

有 明 小 学 校 の 生 活 の や く そ く（保護者へのお願い）    

 
 

 
保護者の送迎や連絡が必要です 

○欠席･遅刻・早退・体育見学等

の連絡は８時までに「すぐー

る」でお知らせください。 

○遅刻･早退は安全確保のため 

教室まで保護者が送迎をして

ください。 

 欠席･遅刻･早退･見学 
 
 

 
登校 8:10～8:20 
最終下校 5 時間→14:30 
     6 時間→15:40 
○登下校時刻をご確認ください。
遅刻のないように、ご協力を 
お願いします。 

○下校時刻については、学校便り
や学年便りをご確認ください。 

 登校･下校 
 
 

 
○すべての持ち物に記名をお願
いします。 

○学習に必要のないものは持っ
てこないように声かけをお願
いします。 

（お金、遊び道具、マンガ類、 

アクセサリー、キーホルダー等） 
○月曜セットは手提げにまとめ
てください。 

※通学用カバンにぶらさげると
怪我の原因となります。 

 持ち物 
 
 

 
○こどもだけで学区域外や商業
施設に行かないように声かけ
をお願いします。 

○誰と、どこで、何時まで遊ぶか
を確認してください。 

○安全確保の観点より、原則とし
て忘れ物は取りに来ることは
ご遠慮ください。放課後に来校
する場合は、こどもと一緒に来
校し、職員室に声をかけてくだ
さい。 

 

 放課後の約束 
 
 

 
○ノートやのり等、なくなった
ものは補充をお願いします。
学年の指定がある場合は、同
じ物を購入してください。 

○算数セットは学年でそろえて
購入します。 

 

 学 習 用 具 

 
 

 

○朝ご飯を摂らせてから登校さ

せてください。 

○早寝・早起きとともに、テレビ

やパソコン、スマートフォンな

ど家庭でルールを決めてくだ

さい。有明小 ICT の使い方（保

護者用）を参考にしてくださ

い。 

 

 早寝･早起き･朝ごはん 
 
 

 

○主体的に学習に取り組むことがで
きるように、ご協力をお願いしま

す。 

○水曜日は「Challenge Wednesday」

となり、学校からの宿題はありませ

ん。自主的な学習になります。 

家庭学習時間のめやす 
単位 学年:年、時間:分 

学
年 1 2 3 4 5 6 
時
間 10 20 30 40 50 60 

 

 家庭学習 

こうとう学びスタンダード【学び方スタンダード】 
□ 持 ち 物 前日に必要な学習道具を準備します 

□ 着  席 授業の始まりの時間を守り、席に着きます 

□ 挨  拶 授業の始めと終わりにあいさつをします 

□ 姿  勢 背筋を伸ばした姿勢で座ります 

□ 話 し 方 声の大きさを考えて、ていねいな言葉づかいで話します 

□ 聴 き 方 話している人を見て、最後まで静かに話を聴きます 

□ 返  事 名前を呼ばれたら「はい！」と返事をします 

□ 家庭学習 学年ごとに時間を決めて、家庭学習に取り組みます 

有明小 ICTの使い方（保護者用）  
 

 

 

 

 

 

１.インターネットの使い方やタブレット端末の使用について、家族でルールを確認します。 

２.家庭では、一日の合計利用時間を決め、約束の時間（夜１０時）になったら、通信機器を預かります。 

３.子どもがインターネットを使用しているとき、あやしいサイトに入ってしまったときは、すぐに対処します。 

  必要に応じて、フィルタリングをかける等の工夫を行い、子ども用に設定します。 

４.子どものパスワードを把握します。子どものインターネットや使用状況や、通信機器の料金・課金を確認します。 

５.全ての通信機器に保存されたデータは、定期的に確認します。 

６.カメラを使って撮影する時は、肖像権・著作権について、必要に応じて話をします。子どもの手本となる使い方を 

します。 

７.子どもがルールを守ることができるように話をします。ルールを守らず、トラブルが発生したときは通信機器を解約 

します。 

８.家庭では、使う目的や使ってもよい時間・場所など、こどもがルールを守ることができるように話をします。 

☆何か困ったことがあれば、学校に連絡してください。 

通信機器とは、 

 スマートフォン、クロームブック等、タブレット端末、ゲーム機等のインターネットに接続したり、 

情報を得たりできるものを指します。 


